
粕谷和夫の観察日記。沖縄、南九州は梅雨入りを迎えました。関東も６月になれば梅雨の季節ですね。梅雨時はアジ

サイやハナショウブがぴったりです。この写真の花はコアジサイです。梅雨入り前の雑木林の林内を明るくしてくれる

花ですね。５月 20 日八王子・宇津木台緑地でこの写真を撮っていると近くからホトトギスの声が聞こえてきました。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

世界一貧しい大統領」ホセ・ムヒカ氏 追悼            

「世界一貧しい大統領」として知られた南

米ウルグアイのムヒカ元大統領が亡くなり

ました。89 歳でした。自ら運転し通勤 郊外

の小さな家に住み続けた「世界一貧しい大統

領」「貧乏な人とは、物を持っていない人で

はなく物がいくらあっても満足しない人だ」。

2012 年の国連環境サミットでのムヒカ元大

統領の演説の一節です。環境問題を引き起こ

す根本的な原因として、人間の物欲があることを指摘し、

「世界一貧しい大統領」というニックネームが広く知ら

れるようになりました。大統領在任中も大統領公邸では

なく、郊外の畑の隅にあるトタン屋根の小さな家に住み

続けていました。スペイン国王と会談した際の写真が撮

られたのは、ムヒカ氏が「応接室」と呼んでいた庭のベ

ンチでした。普段、通勤の際などにも、大統領専用車で

はなく、友人からもらった 1987 年製の「ビートル」を自

ら運転していました。大統領になっても、こうした生活

を変えなかったのは「国を治める者の生活レベルは、そ

の国の平均でなければならない」という信念があったか

らで、200 万円近い月給も 9 割を貧困層に寄付するとい

う徹底ぶりでした。 

波瀾万丈な経験…穏やかな表情が印象的なムヒカ氏で

すが、若いころは武闘派の活動家で、波瀾万丈な経験に

よって、類まれな人格や思想が形成されたといいます。

幼い頃に父を亡くし、貧しい家庭で育ったムヒカ氏。さ

らに、20 代のころは、ウルグアイで経済不況が深刻化し、

貧困や格差の問題に矛盾を感じていました。同じ時期に

キューバ革命を成功させたフィデル・カストロやチェ・

ゲバラたちの思想に共鳴し、1960 年代に左翼ゲリラ組織

を設立します。「富裕層が持つ金を貧困層に分け与える

ため」として銀行も襲撃。当時の軍事独裁政権の打倒を

目指して武装闘争を続けますが、その間、6 回も銃弾を

浴びて、一時はひん死の状態になったこともありました。

また、4 回逮捕されて拷問にさらされ、水も与えられな

い独房の中で自らの尿を飲んで命を繋ぐという過酷な体

験もしたということで、後に「獄中で過ごした十数年が、

人生観を形成するのに役立った。あれが無かったら浅は

かで卑しい人間になっていただろう」と語っています。 

釈放され大統領へ ウルグアイ経済平均 5.4%の成長を

実現 1985 年、ウルグアイに民主主義が戻るとともに釈

放されたムヒカ氏は、政治の道へ

と進んで国会議員となり、2010 年

に大統領に就任したのです。最低

賃金の大幅な引き上げや低所得者

の支援策などに力を入れ、在任中、

ウルグアイ経済は平均 5.4%の成長

を記録し、貧困率は低下。失業率も低水準に保たれまし

た。また、再生可能エネルギーの普及も進め、ウルグア

イでは現在、風力や太陽光などの再生可能エネルギーで

電力需要のほとんどを賄うことができる、世界でも数少

ない国の 1 つとなりました。 

大統領退任 そして 2015 年、80 歳を目前にして大統

領を退任。翌年、広島を訪れた際には、こんな言葉を残

しています。「地球上で人間だけが同じ

過ちを繰り返す」私たちは過去の過ち

から学んだだろうか」 

 

敬愛するムヒカ元大統領の生き方は私た

ちにたくさんの指針を残してくれました。

今こそ世界の指導者がムヒカさんのようで

あったらと思います。ますますムヒカさん

の残した言葉が輝いていくことでしょう。

皆さんはどう思われたでしょうか。（関谷）（TBS ニュース

より引用） 

 

粕谷和夫の観察日記 
飛島は山形県酒田市から西へ船で約

1 時間で渡れる小島。５月の今頃は渡

り途中の野鳥がこの島を中継地として

立ち寄るので運が良ければ本土では滅

多に見られない鳥が見られます。この

ため、全国から鳥見好きの仲間も集ま

ります。しかし、今年は超珍しい鳥には出合えず、天候

も悪く帰る予定の船が欠航していまいました。この写真

はコホオアカです。真近でシャッターを切れました。 

 

 写真の下は飛島の港近くの小島で集団

営巣中のウミネコのコロニーです（白い

点々がウミネコです）。上はその対岸の

岸壁に陣取るハヤブサです。ウミネコの

コロニーを見下ろすハヤブサの眼の表情

に「ゆとり」というか、「余裕」のよう

なものを感じます。 

 

 飛島を歩いていて、稔っているグミが

とても目立ちました。手に取って食べて

みると渋みと甘みが口の中で溶け合い、

野生グミの味覚を楽しめました。名称は

はっきりわかりませんが、多分ナワシロ

グミだと思います。このグミの実をシロ

ハラやアカハラ等のツグミの仲間が食べ

ていました。野鳥にとって飛島は渡りの

途中の単なる休憩地ではなく、最終目的

地に向かって栄養の補給地であることが

しっかり理解できます。 
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